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エアゾールの初回準備方法

空
噴
霧

 キャップを外します
 吸入器を5回振ります
 吸入器のボンベを押すと霧状のガスが出ます

エアゾール 各部位の名称
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アダプターの洗浄方法

※流水で洗う方法

⑴ アダプターから、ボンベとキャップを 外します。外したボンベは濡らさない。

⑵ アダプターの中を約30秒間、ぬるま湯で洗い流し、その後アダプターを逆さまにして、
さらに約30秒間洗い流します。

⑶アダプターを十分に乾燥させます。 濡れているうちはボンベをセットしない。

⑷アダプターが完全に乾いたら、お薬が出ないよう、ボンベをアダプターに差し込みます。

⑸洗浄後は、（振る→ 空噴 霧）の操作を２度おこなってから使用してください。

処方薬 商品名 カウンター 空噴霧回数 お手入れの方法

アドエア あり ４回 吸入口を良く拭く/週

メプチンエアー あり ２回 吸入口を良く拭く/週

メプチンキッドエアー あり ２回 吸入口を良く拭く/週

フルティフォーム 目盛りあり ４回 吸入口を良く拭く/週

ビレーズトリ 目盛りあり ４回 ※流水で洗う/週

オルベスコ なし ３回 吸入口を良く拭く/週

アトロベント なし ２回 ※流水で洗う/週

インタール なし ４回 ※温水で毎回洗う

キュバール なし ２回 ※流水で洗う/週

サルタノール なし 不要 ※流水で洗う/週

フルタイド なし 数回 ※流水で洗う/週

ベロテック なし ２回 ※流水で洗う/要時

空噴霧の回数は
（ ）回です

※新しい吸入器を使用する前は空噴霧が必要です

主薬と噴霧ガスを均一にする
ため、噴霧前に容器を十分に
振る必要があります。
患者の混乱を防ぐため、振る
必要のない製剤も振ると指導
します。

初回のみ必要な操作です。
毎回行わないように指導します。
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 吸入後は、必ずうがい（ガラガラ・ブクブク）を各３回します

エアゾールの吸入手順（薬剤師用）
（薬品名：エアゾール全般）

①
薬
の
準
備

 無理をしない程度に十分に息を吐き出します
（吸入口には息を吹きかけないで下さい）

②
息
吐
き

 吸入口を歯でくわえ、舌を下げます（クローズドマウス法）
 ボンベを押すと同時に、2秒以上かけてゆっくり吸い込みます
※ オープンマウス法でも可

③
吸
入

 吸入口から口を離し、５秒間息を止めます

④
息
止
め

 息をゆっくり吐き出します
（吸入口には息を吹きかけないで下さい）

⑦
う
が
い

⑥
後
片
付
け

 残量を確認します
 キャップを外します
 吸入器を5回振ります

⑤
息
吐
き
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※ 残量が少ない時は早めに新しいものを処方してもらって下さい

※ 初回準備方法（空噴霧）は1枚目（1/2）を参照

 使用後はキャップをします

※もう1回吸入をする場合

息吐きをしないと、吸入が
上手にできません。
十分に息吐きができているか、
確認します。

カウンターのないものは、
メーカー資材（シール等）を
利用して確認します。

すでにオープンマウス法で問題なく
吸入できている患者は、無理にク
ローズドマウス法に変更する必要は
ありません。初めて吸入する患者は、
クローズドマウス法で指導します。

吸入時「同調ができない」「刺激で
むせてしまう」など場合には、
スペーサーの使用を考慮。医師への
照会は必要ありません。報告書に記
載して下さい。

キャップをする前に、吸入口
を拭くように指導します。

主薬と噴霧ガスを均一にする
ため、噴霧前に容器を十分に
振る必要があります。
患者の混乱を防ぐため、振る
必要のない製剤も振ると指導
します。

肺内への薬剤の沈着率を高め
るため、息止めが必要です。
但し、無理はさせないこと。

吸入ステロイドは口腔内
カンジダや嗄声などの
副作用を防止するため、
吸入後すぐにうがいをし
ます。
それ以外の吸入薬も統一
化を図るため、うがいを
行うように指導します。

Copyright © 2015 群馬吸入療法研究会 All Rights Reserved.

2022.125作成


	エアゾール薬剤師 1
	エアゾール薬剤師 2

